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保 所でイ宅掘り

ヨ

グ 

「

11月号

10月9日・ 16日に各保育所で園児たちが植え、育ててきたサツマイモを収

穫しました。


泥まみれになりながらイモを掘っていた子供たちは、イモの大きさにびっ 


くり 。もっと大きいのを見つけようと大はしゃぎでした。
 

町民のうごき

世帯数 1，977・人口 男 3，859 女 4，043 計 7，902(昭和61年 10月 1日現在)

出生男 3女 3計 6・死亡男 3女 1計 4・転入男 6女 5計 11・転出男11女 5計 16(昭和61年 9月中)


広報かつうら 11月号 =197・昭和61年 11月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511(代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ぼくらのとったイモだョ
保育所でイモ堀り

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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務
執
拠
滋
疲
弊

d
鱗
湘
教
対
深
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淵
司
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』司
軟
式
野
球
県
大
会

軟
式
野
球

代
表
チ
ー
ム

中
で
も
成
年
の
部
の
リ
パ 

ズ


は
、
強
豪
の
阿
南

・
中
の
砧
チ
ー


ム
を
ロ
対 
2
の
大
差
で
く
だ
し
、


勝
浦
町
で
は
初
の
、
南
部
大
会
優


勝
を
は
た
し
ま
し
た
。


リ
バ 

ズ
は
、
来
た
る
十

一
月

二
日
に
徳
島
市
で
聞
か
れ
る
中
央

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

l

l

m

ょ、パ
レ 7

。

(
電
話
二 

一
一
五
一
一
)

l
v H

l


l


l
l

I

M
u
rwv一昨いu

女
子
バ
レ
ー

郡
代
表
チ
ー
ム
〈
体
協
女
子
バ
レ 

部〉

l

農
村
動
明
穐
柾
セ
ン
タ
ー

(
勤
労
者
停
車
を
利
用
し
き

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
と
は
い
っ

て
も
、
屋
外
で
は
少
し
寒
い
と

言
わ
れ
る
方
、
体
育
館
の
中
で

は
ま
だ
ま
だ
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

勤
労
者
体
育
館
で

一
汗
か
い
て
み
て
は
い
か
が
で 

・
バ
ス
ケ
ッ
ト

・
パ

ト
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
の
外
剣
道
・

柔
道
な
ど
も
で
き
る
の
で
ふ
る

っ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

所
在
地

勝
浦
町
大
字
三
渓
字

古
川
(
与
川
内
バ
イ

パ
ス
沿
い
)

利
用
時
間

午
前
八
時
三
十
分

ー
午
後
十
時
ま
で

使
用
料

片
面
(
パ
レ
|
コ
|


ト

一
面
)
に
つ
き
一


時
間
当
り
二
百
円


ご
利
用
申
し
込
み
外
、
詳
し


く
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
に
お


問
い
合
わ
せ
下
き
い
。


〈
壮
年
の
部
〉
山
び
こ
チ 

ム

〈
成
年
の
部
〉
中
山
ク
ラ
ブ

両
チ
ー
ム
と
も
県
大
会
に
お
い

て
善
戦
し
、
山
び
こ
チ 

ム
に
お

い
て
は
、
準
決
勝
ま
で
駒
を
進
め

ま
し
た
が

一
歩
お
よ
は
ず
、
優
勝

を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

刈 

で
や
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
闘
回
・

勝
浦
相
撲
大
会

九
月
二
十
八
日
、
勝
浦
町
内
小
・


中
学
生
を
対
象
に
、
勝
浦
中
学
校


相
撲
場
に
お
い
て
、
相
撲
大
会
が


聞
か
れ
ま
し
た
。


小
学
生
七
十
八
名
・
中
学
生
五


十
九
名

・
置
臼
三
十
七
名
の
ミ
ニ
力


士
が
、
個
人
戦
・
団
休
戦
に
カ
を


競
っ
た
。


本
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
日

個
人
戦
成
績

同
チ 

ム
は
、
十
月
卜
二
日
羽

l

ノ
浦
町
で
行
わ
れ
た
南
部
大
会
に

郡
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

第

一
回
戦
木
沢
チ
ー
ム
に
勝
ち

第
二
回
戦
へ
と
駒
を
進
め
た
が
、

優
勝
候
補
の
那
白
川
町 

チ
ー
ム

G

と
の
対
戦
と
な
り
、
惜
し
く
も 
2

小
学
校
四
年
生
の
部
(
二
十
六
名
)

優

勝

稲
岡
美
則
(生
小
)

第
二
位

中
瀬
誉
文
(
横
小 
)

第
三
位

宮
本
卓
(
生
小
)

小
学
校
五
年
生
の
部
(
二
十
七
名
)

優

勝

大
亀
将
司
(
坂
小
)

第
二
位

松
田
貴
志
(横
小
)

第
三
位

多
田
英
弘
(
生
小
)

小
学
校
六
年
生
の
部
(
二
十
四
名
)

優

勝

杉
田
博
文
(
生
小 
)

岡
本
朋
大
(生
小 
)

各
部
の
代
表
チ
!
ム
は
、
九
月

二
十
八
日
那
賀
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
出
場
し
、
が
ん
ば
り
を

み
せ
ま
し
た
。

第
二
位

第
三
位

谷
誠
二
(
生
小
)

中
学
生
の
部

マ
軽
量
級
(
二
十
七
名
)

優

勝

笠
松
孝
(
一
年
)

第
二
位

僑
本
誠
司
(
二
年
)

第
三
位

松
田
仁
志

マ
中
量
級
(
二
十
五
名
)

優

勝

年
)

第
二
位

第
三
位

大
西
慶
吾
(二
年
)

団
体
戦
成
績

(一

杉
田
啓
司
(
二
年
)

中
野
順
也
(
二
年
)

第
二
位

第
三
位

森
本
英
樹
(
一
年
)

久
米
俊
久
(
二
年 
)

マ
重
量
級
(
十
一
名
)

優

勝

松
田
誉
史
(
二
年
)

四
年
生
の
部
優
勝

五
年
生
の
部
優
勝

六
年
生
の
部
優
勝

中
学
生
の
部
優
勝

企ハッケ ヨーイ ノコッタ� /

生
比
奈

生
比
奈

生
比
奈

勝
中 
D 

A A A

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
県民スポーツ祭
群予選大会全種目で代表に
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H
H
郡
小
学
校
陸
上
記
録
会 
u
H

松
田
あ
ゆ
み
(機
小 
) 
1
・

m

稲
岡
小
百
合
(生
小
)

日
・ 

9
秒

麻
植
な
お
み 
(生
小
)

日

・
3
秒

企もう 少し、ガンバレグ

十
月
七
日 
(火
)横
瀬
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
郡
内
各
小

学
校
の
代
表
選
手
が
集
ま
り
、
陸

上
記
録
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

チ
ビ
ッ
コ
選
手
た
ち
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
し
合
い
、

記
録
向
上
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
で
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
の
う
ち
当

町
か
ら
次
の
選
手
が
、
十

一
月
二

日
に
聞
か
れ
る
県
の
記
録
会
に
、

郡
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

豆
ス
プ
リ
ン
タ
ー
た
ち
の
が
ん

ば
り
を
期
待
し
ま
し
ょ
、
っ
。

一
0
0
メ
ー
ト
ル
走

多

凹

英

弘
(生
小 
)

日

・
8
秒

白
草
正
治
(
生
小 
)

日
・ 

1
秒

六
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

吉
野

宏
昭
(生
小
)

叩・ 

6
秒

矢
野

享
子
(横
小 
)

叩
・ 

6
秒

森

千

恵 

(坂
小
)

日

・
0
秒

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

岡

本

朋

大
(生
小
)臼
メ
ー
ト
ル

河

村

武

彦
(横
小
)的
メ
ー
ト
ル

上

平

幸

代
(坂
小 
)4
メ
ー
ト
ル

度
回

千

春
(
生
小 
)お
メ
ー
ト
ル

走
り
高
と
び(単

位

・
メ
ー
ト
ル
)

谷

誠

二
(
生
小 
) 
1
・却

杉
田

(単
位

・
メ
ー
ト
ル 
)

博
文 
(生
小
)

4

・
日

第
叩
回

勝
浦
郡
駅
伝
大
会

陸
協 

チ 

ム

一
区 
(
4

・
4

安
永
潔
凶
分

中
西

去
る
九
月
十
四
日
開
催
さ
れ
た

郡
の
駅
伝
大
会
に
は
、
郡
内
十

一

チ 

ム
と
オ
ー
プ
ン
参
加
の
鴨
島

東
中
学
校
チ 

ム
の
計
十
二
チ
ー

ム
八
十
四
名
が
参
加
し
、
健
脚
を

競
い
あ
っ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
・
高
校
の
部
〉


一
位
陸
協 

(1
時
間
泣
分
7


秒
)・二
位
勝
浦
園
芸
高
校
・

三


位
陸
協 

・
四
位
陸
協 

・五


位
勝
浦
園
芸
高
校
教
員
チ
ー
ム


〈
中
学
校
の
部
〉

走
り
幅
と
ぴ

l
l 優

C
勝

B l

B

A l

J
)

J
)

企男子60メートルハードル

男

子

生

比
奈 

女
子

生
比
奈

〈
区
間
賞
〉

一 第� 26回� =


勝浦町民体育祭
野
の
瀧
豊
水
さ
ん
に
高
木
都
陸

上
競
技
協
会
会
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
送
ら
れ
、
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

は
秒
、
二
区
(4
・ 

治
日
分
げ
秒、

四

0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ

三
区 

(5
・
8

キロ)
高
田

一
男
円
分
却
秒
、
四
区 

秒
、
五
区

(4
・ 

(
1
・ 石

田
早
人
は
分
日

高
木
雅
子 

5
分
日
秒
、
六
区
(3
・ 

、

中
村
孝
太
郎
日
分
叫
秒
、
七
区

7
J
)

8
J
)

4
J
)

A 
-
三
位
高
鉾
中
学
校 

ス」 一
位
高
鉾
中
学
校 

(3
・ 

)西
誠
司
日
分
引
出
掛
川

又
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
レ
ー

4

J

2
大
会
を
制
覇
し
た
、
棚

ー¥

-
分
4
秒

9

-
分
2
秒
7

-とき
/雨天の場合は� 1 

チ

ム 

A

l
チ

ム

A

l

11 月 3 日 II~J-;':;~~~ Z~ ~O- )

¥ 9日に順延� / 

Ao 
(1
時
間

泊
分 
1
秒
)・二
位
勝
浦
中
学
校

-とこ ろ

勝浦中学校グラウンド
l B

し
、
上
勝
町
福
原
農
村
公
園
か
ら

正
木
タ
ム
ま
で
の
十
キ
ロ
を
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
で
競
い
ま
し
た
。

本
町
関
係
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

十
月
十
二
日
百
八
十
名
が
参
加

〈
刊
キ
ロ
コ 

ス〉

(
一
般
・
高
校
男
子
の
部
)

三
位
石
木
正
昭
(指
分
叩
秒
)

(
高
壮
年
の
部
)

一
位
瀧
豊
水
(
位
分
泊
秒
)

〈
4
キ
ロ
コ 

ス〉

二
位
穏
台
和
幸
(比
分
話
秒 
)

〈
3
キ
ロ
コ 

ス
l l

(
小
学
校
男
子
の
部
)

二
位
石
木
和
幸
(
ロ
分
問
秒 
) 

一
位
高
田
宏
幸
(
部
分
幻
秒
)

(
中
学
校
男
子
の
部
)

l

v

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ぼくらは未来のスプリンター
群小学校陸上記録会
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副
議
長
に

河
野
チ
ヅ
氏

就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
九
月
定
例
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
不
肖

私
が
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。現

在
の
勝
浦
町
に
は
、
基
幹
産

業
の
振
興
、
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
み
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
懸
案
事
項
の

解
決
の
た
め
、
ま
た
円
満
な
議
会

運
営
と
勝
浦
町
の
発
展

・
町
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
女
性
の
地
位
を

生
か
し
専
心
努
力
を
い
た
し
、
こ

の
重
責
を
全
う
す
る
決
意
て
こ
さ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
た
の
、
な
お
、
い

っ
そ

う
の
ご
指
導
、
ご
べ
ん
た
つ
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
�
 

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

町
議
会
議
員

永
年
勤
続
と
し
て

会
長
表
彰

勝
浦
町
で
初
の
受
彰

き
る
十
月
八
日
、
高
知
市
で
聞

か
れ
た
四
園
地
区
町
村
議
会
議
長

会
に
お
い
て
、
本
町
の
中
西
晴
美

議
員
が
、
町
議
会
議
員
、
水
年
勤
続

者
と
し
て
、
会
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
受
彰
は
、
当
町
で
は
初
め

て
で
あ
り
、
町
議
会
に
永
年
勤
続

(
十
九
年
以
上
)し
、
地
域
行
政
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

中
西
氏
の
受
彰
に
対
し
心
か
ら

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
�
 

坂
本
小
学
校
に
叩
万
円
寄
付

こ
の
た
び
、
坂
本
の
森
充
弘
氏

か
ら
、
坂
本
小
学
校
へ
児
童
の
教

育
費
に
と
十
万
円
の
寄
付
が
あ
り

キ
デ
し
れ
~
。

学
校
で
は
、
森
さ
ん
の
ご
寄
付

の
趣
旨
に
そ
い
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
新
し
い
シ

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。pbw 

...シンセサイザーと児童

農
家
経
済
の
動
き
を
調
査
す
る


た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
農
家
経


済
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


本
調
査
は
、
農
家
の
経
済
的
地


位
向
上
を
図
る
施
策
の
も
と
と
な


る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。


今
回
、
先
月
イ
八
日
の
統
計
の

日
に
あ
た
り
、
石
原
地
区
の
松
下

治
郎
氏
に
、
永
年
資
料
提
供
の
功

労
者
と
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ー
児
童
の
教
育
費
に
と
H
H

11月定例l山配ごと相談

ン
セ
サ
イ
ザ
|
に
児
童
た
ち
は
お

お
喜
び
、

音
楽
の
時
間
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中
小
・
ー
し
れ
~
。

松
下
氏
は
、
十
五
年
余
の
永
年

に
わ
た
り
、
自
家
の
農
家
経
済
の
記

録
を
提
供
し
、
農
林
水
産
統
計
に

協
力
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

氷
年
の
松
下
氏
の
ご
活
動

・
ご

N(7日5月11

愛
犬
家
の
皆
様
へ

ー
犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
、
野
犬
だ
け
で
な
く
、
放

し
飼
い
の
犬
に
よ
る
畑

・
花
壇
等

へ
の
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
の
犬
は
、
飼
い
主
に

は
愛
犬
で
あ
っ
て
も
、
他
の
人
々

に
と
っ
て
は
、
野
犬
と
士
ぶ
っ
た
く

同
じ
で
す
。
近
所
の
人
々
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
犬
は
必
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

副議長 河野 チヅ氏

表 彰を受けた

中西 晴美議員

一飼い犬は必ず

つないでくださ いー

不用犬買い上げ日� 日時 1l月 7日樹

午前10時一午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますのて1
11月19日(水)

l 成犬� 300円 小犬� 100円 お気軽にお問い合わせください/ 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
農林水産大臣から感謝状
農か経済調査功労者
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来
年
、
第
三
十
五
回
全
国
柑
橘

研
究
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

柑
橘
研
究
大
会
は
、
全
国
の
柑

既
に
、
直
接
関
係
農
家
(
中
角

橘
生
産
者
が
一
堂
に
会
し
、
柑
橘

地
区
)
の
方
々
に
は
何
か
と
格
別

産
業
の
発
展
と
柑
橘
農
家
の
経
済

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

的
地
位
向
上
を
図
る
目
的
で
、
聞

す
が
、
町
内
す
べ
て
の
柑
橘
農
家
は

か
れ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
全
関
係
機
関
、
全
町
民

今
年
第
三
十
四
回
大
会
が
大
分

の
方
々
に
も
本
大
会
が
成
功
す
る

県
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
月

よ
う
格
段
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

号
で
こ
報
告
し
た
と
お
り
で
す
が
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
は
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

本
大
会
は
、
昭
和
二
十
八
年
の

が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
、
昭
和
三
十
六
年
の
第
十

で
す
。

エコ『戸
いロ

、ー、〆

全
線
の
舗
装
が
完
成

h
F
舗
装
さ
れ
た
婆
羅
尾
林
道

法
嘉
尾
峰
越
林
道
舗
装
事
業
は

昭
和
五
十
六
年
に
着
手
し
、
本
年

ま
で
に
、
一
億
七
百
万
円
の
総
事

業
費
に
よ
っ
て
、
去
る
九
月
全
線

の
舗
装
が
完
了
し
ま
し
た
。

本
林
道
は
、
勝
浦
と
徳
島
を
結

ぶ
産
業
経
済
発
展
の
大
動
脈
と
し

て
、
県
営
事
業
に
よ
っ
て
開
設
さ

れ
た
総
延
長
六
千
四
百
メ
ー
ト
ル
・

幅
員
四
メ
ー
ト
ル
の
峰
越
林
道
で

す
。こ

の
舗
装
の
完
成
に
よ
り
、
安

全
面
で
も
向
上
が
は
か
ら
れ
、
今

後
、
林
道
、
婆
羅
尾
高
原
な
ど
へ

の
観
光
道
路
と
し
て
の
利
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

一
回
、
そ
し
て
来
年
の
第
三
十
五

回
大
会
と
本
県
で
は
三
回
目
の

開
催
で
あ
り
、
時
代
と
共
に
内
容
、

規
模
、
方
法
等
大
き
く
変
っ
て
は

お
り
ま
す
が
、
大
会
精
神
は
当
初

か
ら
全
く
変
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
生
産
者
の
方
々
と
親
し

く
直
接
対
話
の
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の

方
々
の
多
数
の
参
加
を
希
望
し
ま

す
。詳

細
に
つ
い
て
は
来
年
の
こ
と

で
も
あ
り
、
本
稿
で
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
既
に
決
定

し
て
い
る
こ
と
は
次
の
と
お
り

一
、
主
催

全
因
果
樹
研
究
連
合

会
・
理
島
県
果
樹
研

究
連
合
会
。

、
後
援

勝
浦
町
、
外
関
係
機
関

、
日
時

昭
和
六
十
二
年
九
月

三
・
四
日

回
、
場
所 

第
一
日

県
郷
土
文
化
会
館

又
は
徳
島
市
文
化

セ
ン
タ
ー

第
二
日

産
地
視
察 

(県
外

地
区
、
果
樹

試
験
場
、
阿

南
市
山
口
町

(貯
蔵
み
か

ん
、
ハ
ウ
ス

み
か
ん
中
心
)

班
と
も
各
二
百

五
十
名
の
予
{
一
匂

A
-
B

五
、
参
集
予
定
人
員

県
外
者
五
百
名
、
県
内

農
家
五
百
名
、
本
町
約

二
百
名

以
上
で
す
が
、
町
に
お
い
て
も

県
段
階
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
町
果
樹
研
究
会
、
両
農
協

に
お
い
て
第
三
十
五
回
全
国
柑
橘

研
究
大
会
実
行
委
員
会
を
設
け
、

準
備
と
計
画
に
努
力
し
て
い
ま
す
。 

;;標
語!j 
i募� 
;集:

ー
果
樹
産
業
振
興

に
向
け
て

l

ど
う
か
農
家
の
方
々
も
来
年
は
、

今
年
以
上
の
豊
作
を
得
「
さ
す
が

普
か
ら
の
貯
蔵
産
地
だ
」
と
県
外

者
に
言
わ
せ
る
よ
う
、
肥
埼
管
理

等
に
な
お
一
層
の
ご
努
力
を
さ
れ
、

よ
り
一
層
大
会
が
盛
会
に
開
催
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
の
規
定
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

果
樹
産
業
の
振
興
を
は
か
る
た

め
、
ま
た
は
別
稿
の
第
三
十
五
回

全
国
柑
橘
研
究
大
会
開
催
に
向
け
、

意
識
向
上
を
図
る
内
容
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

締
切
り
は
十
二
月
十
五
日
ま
で

で
す
。


町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。
 

送
付
先
は
勝
浦
町
産
業
謀
、
果


樹
研
究
会
事
務
局

υ 

O O O O

諜
へ
お
問

不
明
な
点
は
、
産
業
-

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

O

町
果
樹
研
究
会
で
は
、
大
寒
波

後
、
町
内
十
カ
所
に
、
当
時
の
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
を
の
せ
た

カ
ン
パ
ン
を
た
て
、
果
樹
産
業
復

興
の
意
識
高
婦
を
は
か

つ
て
さ
ま

。

A
者
の
み
) 

しー

班
佐
那
河
内
村
、

徳
島
市
(十
万
、

ス
ダ
チ
中
心 
)

勝
浦
町
中
角

v
h
~現

在
、
大
改
槌
事
業
も
一
段
落

し
た
感
が
あ
り
、
新
し
い
標
語
を

再
募
集
い
た
し
ま
す
。

採
用
し
ま
し
た
方
に
は
、
粗
口
問

B 
I:l:E 

ノTー卜タイム労働旬間� 
(11月|日� -10日)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
来年第三十五回全国柑橘
研究大会が本県で開催されます
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住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住

宅
建
設
資
金
貸
付
け
(個
人
住
宅
)

再

建
売
住
宅
購
入
資
金
貸
付
け
(
建

売
住
宅
)
の
六
十
一
年
度
第
三
回

の
募
集
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
。な

お
、
今
回
特
別
割
増
融
資
額

の
引
上
げ
と
住
宅
の
床
面
積
上
限

の
引
上
げ
が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

一
、
融
資
予
定
戸
数
(
全
国
)

個
人
住
宅
、
建
売
住
宅
合
わ
せ

て
七
万
戸
。

二
、
受
付
期
間

昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
か

ら
十

一
月
二
十
八
日
ま
で
。

三
、
融
資
限
度
額

構
造
、
床
面
積
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

川
個
人
住
宅 

三
百
三
十
万
円
(
床
面
積
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
六
五

)
i

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満 

六

百
三
十
万
円 

(同
一
四
五
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
、
ぇ
二 

0
0

O 平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
) 

耐
火

・
簡
易
耐
火
構
造

四
百
十
万
円 

(床
面
積
六 

一平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
六
五
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
)
1
七
百

八
十
万
円
(
同
一
四
五
平
方

メ
ー
ト
ル
を
起
、
ぇ
二 

0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
)

以
上
の
ほ
か
、
床
面
積
に
よ
り

三
百
万
円
か
ら
四
百
万
円
の
特
別

割
増
融
資
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。 

ω建
売
住
宅 

O
建
物

三
百
九
十
万
円 

(床
面
積
六 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
七

0

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満 
)
1
五

百
七
十
万
円
(
同
一
四
五
平

万
メ
ー
ト
ル
を
超
、
ぇ
二 

0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
) 

土
地

地
域
と
面
積
等
に
よ
り
異
な

ヲ②
。

七
十
万
円
(
敷
地
面
積
一 

0 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
四 

O
平
方
メ
ト
ル
未
満
、
所

O有
権
の
場
合 

二
百
七
十

)

j

万
円 

(同
一
二
五
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
、
同
)

O

\~ 

/へ¥/
/車 1シ/� 

aj社� /1
だ会/ト
し，の/べ
な/ル
み~ /ト  
// 

O

、、ー

以
上
の
ほ
か
、
床
面
積
に
よ
り

四
百
万
円
か
ら
五
百
万
円
の
特
別

割
増
融
資
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

四
、
金
利
(
年
)

床
面
積
、
申
込
人
の
年
収
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
基
本
金
利

は
、
当
初
十
年
間
年
五

・
二
五
%
、

十
一
年
目
以
降
年
六
・
一五

 

%
で
す
。 

な
お
、
特
別
割
鳩
山
融
資
分
は
当

初
よ
り
年
六

・
一
五
%
で
す
。

五
、
返
済
期
間

木
造
:
:
:
二
十
五
年
以
内
、
簡

易
耐
火
構
造
・・ 
:
:
三
十
年
以
内
、

耐
火
構
造
・・:
 
:
三
十
五
年
以
内

機
関

八
、
そ
の
他

上
記
以
外
の
貸
付
け
で
、
中
古

住
宅
購
入
資
金
、
造
園

・
植
樹

に
対
し
て
も
融
資
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
住
宅
改
良
資
金
、

そ
し
て
財
形
住
宅
資
金
も
継
続

し
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
住
宅
金

融
公
庫
高
松
支
所
、
電
話
高
松

0
8
7
8
(
2
1
)
7
1
2
1
番
ま

た
は
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱

庖
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

め
に
は
、
す
で
に
ご
利
用
に
な
っ

て
い
る
皆
様
方
の
お
手
元
に
余
裕

が
で
き
ま
し
た
時
は
、
是
非
、
返

済
期
聞
を
繰
り
上
げ
て
ご
返
済
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

皆
様
方
の
後
年
の
負
担
が
大
幅
に

減
る
と
と
も
に
国
の
財
政
負
担
も

軽
減
さ
れ
ま
す
。

六
、
返
済
方
法

元
利
均
等
で
毎
月
払
い
、
ま
た

は
毎
月
払
い
と
六
カ
月
払
い
の

併
用

七
、
受
付
場
所

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
」

と
表
示
し
た
銀
行
な
ど
の
金
融

住
宅
金
融
公
庫

か
ら
の
お
願
い

1
繰
上
返
済
の
ご
案
内

住
宅
金
融
公
庫
は
毎
年
約
五
十

万
人
の
方
々
に
長
期
低
利
の
住
宅

資
金
を
ご
融
資
し
て
お
り
ま
す
が
、

逆
さ
や
で
貸
付
を
行
っ
て
い
る
た

め
に
膨
大
な
固
か
ら
の
利
子
補
給

金
と
借
入
金
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
国
の
財
政
事
情
は
極
め

て
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
当
公
庫

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
資
金
の
効

繰
上
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
る

率
的
運
用
を
図
り
、
国
の
財
政
負

額
は
、
当
月
分
の
返
済
金
の
ほ

担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム

手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

取
得
の
た
め
に
公
庫
を
利
用
さ
れ

詳
し
く
は
返
済
中
の
金
融
機
関

る
方
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た

H
H

O O
繰
上
返
済
の
手
続

現
在
、
返
済
中
の
金
融
機
関
に

O
申
し
出
て
下
さ
い
。 

か
6
回
以
上
の
回
数
分
の
割
賦

元
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和61年度
第3回個人向け融資の募集
住宅金融公庫から

MUS04
テキストボックス
ノーベルト本日から減点
シートベルト車社会のみだしなみ
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住
を
開
始
し
た
人
②
昭
和
六
十
年

十
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
、
新
築

家
屋
や
中
古
塞
屋
を
購
入
し
か
っ
、

そ
の
期
間
内
に
居
住
を
開
始
し
た

人
の
場
合
、
昭
和
六
十
一
年
分
と

昭
和
六
十
二
年
分
に
つ
い
て
は
、

住
宅
取
得
控
除
か
住
宅
取
得
特
別

控
除
の
い
ず
れ
か
有
利
な
万
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ー
ー

二
年
目
や
三
年
目
に
つ
い
て
年

末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

「
年
末
調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得

控
除
証
明
書
」
と
そ
の
用
紙
に
合

わ
せ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
「
給
与

所
得
者
の
住
宅
取
得
控
除
申
告
書
」

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡

t

又
は
「
給
与
所
得
者
の
住
宅
取
得

(特
別
)
控
除
申
告
書
」
に
必
要

な
事
項
を
記
入
し
て
勤
務
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
告
書
に
金
融
機


関
等
か
ら
交
付
を
受
け
た
次
の
書


類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。


(
イ
)
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る


方

・・

・
そ
の
年
の
「
住
宅
取
得


に
係
る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証


明
書
」


(
ロ
)
住
宅
取
得
特
別
段
除
を
受


け
る
方

・
・
・

そ
の
年
の
「
住
宅


取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末


残
高
等
証
明
書


た
だ
し
、
税
務
署
か
ら
「
年
末

調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得
控
除
証

明
書
一
が
送
ら
れ
て
い
て
も
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
控
除
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(
一
)
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額

の
見
横
領
が
住
宅
取
得
控
除
に
あ

っ
て
は
八
百
万
円
、
住
宅
取
得
特

別
控
除
に
あ
っ
て
は

一
千
万
円
を

超
え
る
場
合

(
二
)
そ
の
年
の
年
末
調
挫
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合

(
三
)
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

年
の
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
、

そ
の
住
宅
に
居
住
し
な
く
な
っ
た

場
合た

だ
し
、
そ
の
年
中
に
死
亡
し

た
り
災
害
の
た
め
に
居
住
で
き
な

の
日
や
、
そ
の
居
住
で
き
な
く
な

っ
た
日
ま
で
引
き
続
き
居
住
し
て

い
れ
ば
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(
四
)
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
特

例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

①
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
の
特
例
、
②
居
住
用
財
産

の
買
換
え
の
場
合
の
長
期
譲
渡
所

得
の
課
税
の
特
例
、
③
居
住
用
財

産
を
交
換
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡

所
得
の
課
税
の
特
例
、
④
既
成
市

街
地
等
内
に
あ
る
土
地
等
の
中
高

層
耐
火
建
築
物
等
の
建
設
の
た
め

の
買
換
、
ぇ
及
び
交
換
の
場
合
の
長

期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

九 

L聞
圃
園
閏
凶
咽
内γ

活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、

ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た

め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い
え

キ
ナ
し
ょ
、 

7
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
来

た
し
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の

仕
組
み
ゃ
使
い
み
ち
を
十
分
に
理

解
し
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
ご
存
じ
で
す
か
.

住
宅
取
得
(
特
別
)

控
除
の
申
告

住
宅
取
得
怨
除
(
昭
和
六
十
一

年
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第

四
一
条
の
「
住
宅
取
得
控
除
」
を

い
い
ま
す
。)
又
は
住
宅
取
得
特
別

控
除
(
昭
和
六
十

一
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
税
額
控

除
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
)は

そ
の
家
屋
に
居
住
を
開
始
し
た
年

か
ら
三
年
間
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
給
与
所
得
者
で

年
末
調
整
を
受
け
る
人
の
場
合
に

は
、
一
度
、
住
民
票
の
写
し
、
売

買
契
約
書
の
写
し
な
ど
の
所
定
の

書
類
を
添
付
し
た
確
定
申
告
書
を

税
務
署
に
提
出
し
て
住
宅
取
得
控

除
又
は
住
宅
取
得
特
別
控
除
の
適

用
多
長
け
て
い
れ
ば
、
二
年
目
や
三

年
目
に
つ
い
て
は
、
年
末
調
整
の

際
に
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

(
注
)
|
|
住
宅
取
得
特
別
控
除
は

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
以
降
に

居
住
を
開
始
し
た
場
合
に
受
け
ら

れ
る
の
が
原
則
で
す
が
、
①
昭
和

六
十
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
、

居
住
用
家
屋
の
新
築
の
工
事
に
着

手
し
、
か
っ
、
そ
の
期
間
内
に
居 

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振

興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

.サラリーマンAさん(妻・子� 2人)
が納めた所得税のゆくえ

国債の償還や利子支払いのた
めに (約2.5万円)

働
。

霊
年 リE 400万円
所� f尋税� 117.700円
負担割合� 2.9% 

地方財政のために� 

(約2.2万円� )

わた くしたちの健康や生活を
守るために (約2.1万円� )

住宅や道路などの整備のために� 

(約1.4万円)

教育や科学技術振興のために
(約 1.1万円� )

国の防衛のために� (約0.7万円� )

その他いろいろな施策のために

(約 1.8万円)

引 
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募
集 

yう込

l

会
テ 

マ
と
住
所
・
氏
名

・
職
業
・

第197号

年
賀
は
が
き

日
月 
5
日
か
ら
発
売

寄
付
金
な
し
(
刊
円
)
と
、

寄
付
金
っ
き
(
特
円
)
は
、

い
づ
れ
も
絵
入
り
で
、
全
国
版

の

「寒
牡
丹
」
と

「う
さ
ぎ
と
梅
」、

四
国
版
の
「
屋
島
の
朝

一
の
デ
ザ

イ
ン
で
す
。

是
非
町
内
の
版
売
所
か
郵
便
局

で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

勝
浦
郵
便
局

新
局
舎
開
業
間
近

棚
野
で
建
築
中
の
郵
便
局
新
局

舎
が
、
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

明
治
9
年
に
棚
野
村

・
棚
野
郵

便
取
扱
所
と
し
て
創
業
以
来
、
満

百
十
年
目
を
む
か
、
ぇ
、
装
い
も
新

た
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
の
、

モ
ダ
ン
な
建
物
で
十

一
月
二
十
五

日
(
火 
)
に
開
業
の
予
定
て
す
。

勝
浦
会
館
十
一
月
行
事

12 11 10 6 5 4 
日日 日日日日
(水)(火) (月)附附(火) 

m
L
4

F
』

全
国
植
樹
祭

着
付
教
室

生
花
整
室

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

習
字
教
室

手
芸
塾
一
至
(
玉
ノ
木
公

会
堂
)

日
日
嗣
踊
り
教
'
至

mm
日
附
着
付
教
民
品

川
口
日
制
手
芸
教
室

凶
日
附
生
花
教
室

白
日
附
習
字
教
室

幻
日
嗣
踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。(
習
字
の
み
七

時
開
講
)

4

時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

電
話
番
号
を
記
入
し
十

一
月
三
十

け

(

国

持 

日
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と
。

賞
品

特
選

一
点
に
五
万
円
、

佳
作
若
干
点
に

一
万
円
。

工
事
の
進
む
新
局
舎

六
十
四
年
春
に
名
西
郡
神
山
町

で
聞
か
れ
る
第
四
十
回
全
国
植
樹

応
募
先

⑤
七
七 
O

憶
島
市

万
代
町

一
丁
目
徳
島
県
全
国
植

樹
祭
準
備
室 

祭
の
大
会
テ
ー
マ
を
募
集
し
て
い

来
春
、
植
林
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
、
苗
木
の
申
込
み
を
受
付
し

ま
す
。
杉

・
桧

・
く
ぬ
き
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。
申
込
締
め
切
り
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

く
ぬ
ぎ

十
二
月
十
五
日

杉

・
桧

一
月
一
二
十
一
日

な
お
、
く
ぬ
ぎ
は
早
目
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

植
林
地
が
台
帳

・
現
況
と
も
山

林
で
あ
れ
ば
造
林
補
助
金
を
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
造
林
事
業
届
出

書
(
一
用
紙
は
組
合
に
あ
り
ま
す
)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
森
林
組
合

l

ま
す
。
大
会
テ 

マ
は
、
植
樹
祭

~OfB90 

暖房効果を高めるために� 

。〉今

寒い冬ガ近づき、暖房の季節に芯り

ましだ。暖かいお部屋の空気を逃ガさ

ないために、厚手の長いカーテンをし

たり、窓などにスポンジテープで自ば

りをしてすきま風を防ざましょう。� 

cr芝¥新築 ・増改築の際に断熱材を

使つ芝り、熱を逃がさない空調換気麗

や、部屋をムラな<暖めるサーキユレ

ーターの取り{寸けをおすすめします。

ヨ士園 ヱミ 祭� 
」

日時 11月� g日(日)� 

g時一

場所 勝浦園芸高校

親と子の

対話でなくそう

世の差別

の
開
催
理
念
と
な
る
①
緑
あ
ふ
れ

-->0


る
郷
土
づ
く
り
②
す
べ
て
の
人
々

の
緑
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
③
新

た
な
緑
化
へ
の
出
発
の
三
つ
の
方

針
に
そ
っ
た
内
容
の
も
の
で
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
カ
タ
カ
ナ
は
用

い
ず
に
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
で

応
募
し
て
下
さ
い
。

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
大

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
全国植樹祭テーマ募集

MUS04
テキストボックス
苗木申込受付開始
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l
vを

貸

し

横

瀬

錦

内

常

一

成
功
の
鍵
持
た
ぬ
ま
ま
歳
を
寄
せ

生
死
か
け
大
陸
踏
ん
だ
編
上
靴

横
瀬
今
川
の
ぼ
る

内
攻
の
心
の
錠
を
捨
て
切
れ
ず

悲
し
さ
が
祈
り
と
と
も
に
こ
み
上

げ
る

口
紅
は
夫
の
好
み
の
色
に
す
る

横

瀬

後

藤

列

東

ウ
イ
ン
ド
に
人
待
つ
紅
を
坐
、
え
る

土
用
干
着
物
の
似
合
、
つ
母
で
し
た

横

瀬

中

田

万

里

鎚
か
け
て
来
た
か
と
妻
に
念
を
抑

l
v

変
わ
り
者
で
す
と
女
房
の
要
ら
ぬ

口

中

山

倉

僑

加

辻

立
ち
話
足
に
来
る
蚊
を
足
で
追
、
7

食
べ
初
め
の
児
へ
ア
|
ン
と
口
を

あ

け

立

川

橋

本

梅

史

変
り
者
だ
っ
た
が
惜
し
い
日
の
別

れ口
紅
の
色
さ
だ
ま
ら
ぬ
水
中
花

立
川

竹

田

あ
ゆ
み

す
り
切
れ
た
靴
に
思
い
出
つ
ま
っ

一
言
が
過
ぎ
て
心
の
借
り
を
す
る

福祉午後十福祉時コ午後十十福祉午後十十 お白 金跡公、� 
坂

本

谷

富

士

ン時月セン 十分七時ー月月セン七時 ー旦月 お メ菜入� I 
タニ十タ ニ十七夕�  j 一 十 知� 1 

|十五| 十七日�  l九主日= ら 坐~l
蓄室図;分(日和室 分(日合豆堕首 旦 せ� 

土� 月)
室 時

末木� /1

こ
れ
似
合
う
ネ
ク
タ
イ
売
り
場
首

変
り
者
を
合
点
で
過
ぎ
た
五
十
年

横

瀬

谷

酔

参

あ
わ
て
者
家
に
締
め
込
み
鍵
さ
が
�
 
マ
hv

て
る

人
情
が
ド
ラ
マ
で
も
な
い
こ
の

口
紅
を
洗
っ
て
村
の
娘
に
か
え
る

横

瀬

佐

木

瓢

人
一探

4Z
左
々
木
正
一
�
 

一長
女
あ

親
馬
鹿
を
丸
出
し
に
し
て
子
を
祈

叢
山

ひ

と

み

」

。ヲ
親
切
を
無
に
し
て
恐
る
変
り
者

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

旧
円
事
力
�
 

退
院
へ
磨
い
た
靴
が
揃
へ
ら
れ

理
恵
」J J

一長
女
タ

お
百
度
を
踏
ん
で
奇
跡
を
う
た
が

徳

島

市

石

見

加

都

代

わ

ず

沼

江

大

岡

小

枝

F

あ
っ
け
な
い
別
れ
に
か
す
む
エ
ア

ポ
ー
ト

余
る
の
に
日
本
へ
米
を
寅
へ
と
言

う

横

瀬

稼

勢

都

景

E

u

f

E
! J

 

古月i

物
置
き
へ
鍵
入
れ
た
ま
ま
施
鍵
す

鎚
な
ど
は
掛
け
た
こ
と
な
い
山
の

家

立

川

堀

梅

子

天
気
図
が
わ
が
家
の
仕
事
決
め
て

く
れ

女
郎
花
散
れ
ば
心
も
佑
し
く
て

棚

野

谷

新

太

郎

鎚
掛
け
て
も
一
度
た
し
か
む
共
稼

ぎ

棚
野
相
原
あ
き
ら

生
活
力
あ
っ
て
女
の
ま
た
不
幸

ど
た
ん
は
で
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
事

を

云

う

生

名

丸

山

香

月

必
勝
を
祈
る
心
の
む
く
わ
れ
ず

よ
い
返
事
祈
る
心
を
裏
切
ら
れ

生

名

倉

橋

テ

ル

タ
ラ

ッ
プ
に
新
調
の
靴
よ
く
光
り

甲
子
園
祈
る
手
つ
き
の
チ
ア
ガ

ル

沼

江

黒

井

瞳

初
出
荷
高
値
を
祈
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

立

川

前

田

千

恵

冷
蔵
庫
あ
け
て
お
食
べ
と
嫁
の
メ

モ
�
 

-

大
霊
平
阿
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目
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島

豊

き

ん

(

棚

野

)

湯
浅
忠
男
さ
ん
(
掛
谷
)

幸
山
重
亀
さ
ん
(
棚
野
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

カよ五月 稿締 編集i
 ヘ
大
空
間
野
字
西
久
保

中

尾

哲

久

/

阿

南

市

久

積

茂

斗

子

ヘ大
字
生
名
字
大
前

樋

本

芳

雄

百

敷

町

井

原

由

美

子

ヘ会
主
主
主
寸
/
岡
福
田

茂

市

南

市

大

栗

奈

津

¥
大
字
沼
江
字
回
中
野
上
貞
之

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

9
月
間
日
 
刊
月
刊
日

(
J

ご
結
婚
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ろ 日
しと�  

L1 部
願 fめ か
い切

今
日
も
ま
た
凱
歌
の
蔭
に
泣
く
球

善
意

したり 勺
すまの日

で が

協毎 志
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O O
尿
検
査

健
康
に
関
す
る
相
談

O

内
容 

血
圧
測
定 

巡回健康相談日程

た
坂
本
・
横
瀬
小
学
校

区
の
幼
児
と
、
十
月
十

七
日
に
受
診
し
な
か

っ

た
幼
児 

で
第
五
款
症
以
上
の
障
害
年
金
等

の
受
給
者
の
萎
等

-
支
給
額

六
十
万
円
ま
た
は
三
十
万
円

(
十
年
償
還
の
国
債
)

-
請
求
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
障
害
年
金
証
書
等
の

写
し 
③
住
民
票
謄
本
④
戸
籍
謄
本

・
請
求
受
付
日

十

一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十

日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

巡
回
健
康
相
談

こ
の
相
談
は
、
成
人
病
の
早
期

発
見
早
期
治
療
及
び
、
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

A

多
数
の
方
が
、
お
さ
そ
い 

口せ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

。
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診
査

心
身
共
に
発
達
の
著
し
い
こ
の

時
期
に
健
診
を
行
い
、
異
常
の
早

期
発
見

・
早
期
治
療
と
の
ぞ
ま
し

い
日
常
生
活
指
導
等
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

炉

」

会

守

十

一
月
二
十
八
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
二

時
三
十
分

と
こ
ろ

勝
浦
病
院
小
児
科

該
当
児 

昭
和
六
十
年
三
月
一
日

i
五
月
三
十
一
日
ま
で

問
診

身
体

・
体
重
測
定

指
導

※ 内

'*"'合� 

O O O。
内
科
・
歯
科
健
診

母
子
手
帳
と
問
診
票
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

戦
特傷
別病
給者
付等
金の
支妻
縦γに

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
支
給
法
」
が
改
正
さ

れ
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
、
改
め
て

固
か
ら
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
支
給
対
象
者

昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
時
点

乳
児
健
康
診
査

に
生
れ
た
幼
児

0
問
診 

※ 内

O O
歯
科
診
査 

指
導

"'" fヨ「� 

O
内
科
診
査

問
診
票
と
母
子
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

炉
」該

当
児 

き

午十
前一
十月
時七�  
1 日

十一一 五

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
七
月

一

日

1
九
月
三
十
日
ま
で

に
生
れ
た
乳
児

ソ

-
}
'
h

時

※ 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

三
歳
児
健
康
診
査

こ
れ
は
、
総
合
的
に
健
診
を
行

い
、
異
常
の
早
期
発
見

・
早
期
治

と
こ
ろ

該
当
者

接
種
方
法

十

一
月
五
日 
(水 
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
二

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳
1
四
歳
未
満
の
子

第

一
期 
:
一
カ
月
ご

療
を
目
的
と
し
実
施
し
ま
す
。

と

き

十

一
月
二
十
一
日 
(金 
)

午
後

一
時
三
十
分 
j
二

時
三
十
分

住
思
福
祉
セ

ン
タ
ー

昭
和
五
十
七
年
十

一
月

一
日
1
五
十
八
年
十
月

三
十

一
日
ま
で
に
生
れ

炉
」 

-rAソ

該
当
児

※ 事ヰ

と
に
三
回

第
二
期
:
・
第

一
期
終

了
後
十
二
カ
月

i
十

八
カ
月
後
に
接
種

金

無
料

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

、-

月日� j勢� !サ? 時� R円

%附 坂本集会所 午前10時30分-111時30分

%休 )
勝浦 会 館

今山公会堂

午前� 101時� -111侍30分

午後 l時30分 -311寺� 

lkb附 星谷集会所 午後� 1時30分 -31時

リ許休) 棚1可'集会所 午後 l時30分-31時

と

き� 

と夜間毅急当番表
11月1日 湯浅医院

〔電話番号〕� 

勝浦病院

2-2555 

山西医院�  

2 -302ア� 

湯浅医院�  

2-2003 

赤岩医院�  

2-200 6 

③日 勝浦病院

5日 赤 岩医院

フ日 勝 浦 病院�  

@日 山西医院

11日 勝 浦 病院�  

13日 湯浅医院

15日 勝 浦 病院�  

17日 赤岩医院

19日 勝 浦 病院�  

21日 山西医 院

@日 勝浦病 院� 

25日 湯 浅 医院�  

27日 勝 浦 病院�  

29日 赤 岩 医 院

午後� 6時~翌朝午前� 9時
午後ア時~翌朝午前� 9時

日
日

平
休
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